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3 歳児の睡眠時間がその後の肥満に与える影響の縦断的検討
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目的　近年，日本において肥満傾向児の割合は高く，そのリスクファクターとして食事や運動，睡
眠時間などの生活習慣が注目されている。このうち睡眠時間に関しては，多くの先行研究にお
いて横断的に検討されているが，縦断的な研究は少ない。本研究では，幼児期の睡眠時間が学
童期における肥満に与える影響を明らかにすることを目的とし，縦断データを用いて 3歳時の
睡眠時間が 9～10歳時の肥満に与える影響を検討した。

方法　1991年 4 月 1 日から2000年 3 月31日までに山梨県甲州市（旧塩山市）で出生した児のうち 3
歳児健診時に肥満ではなく，その後，甲州市内の小学校において小学校 4年生（ 9～10歳）の
ときに身体測定を受けた者を解析対象者とした。睡眠時間は， 3歳児健診時に母親が記入した
調査票における児の就寝時刻と起床時刻から算出した。肥満の指標には， 3歳児健診および小
学校 4 年生の身体測定データから算出したBody Mass Index（BMI）を用いて，成人の肥満
（BMI≧25）に相当する国際的な小児肥満の基準によって判定した。 3歳時の睡眠時間と 9～
10歳時の肥満との関係について，χ2検定および多重ロジスティックモデルによる多変量解析
を行った。

結果　期間内に出生した児は2,083人であり，このうち肥満でなかった児は1,960人（94.1％）で
あった。その児のうち， 9 ～10歳時の身体測定データが存在した児は1,541人（追跡率
74.0％）であった。性別， 3歳児健診時アンケート調査における食事回数，テレビ視聴時間で
調整した結果， 3歳時の睡眠時間が 9時間の児に比べて，睡眠時間が11時間以上の児は肥満に
なるリスクが1.69倍（95％信頼区間1.13－2.54）と有意に高かった。一方， 3歳時の睡眠時間
が 9 時間未満の児は，肥満になりやすい傾向を認めた（オッズ比1.74（95％信頼区間0.87－
3.46））。

結論　本研究では幼児期（ 3歳時）の睡眠がその後の肥満に及ぼす影響を縦断的に検討し，長い睡
眠時間はその後の肥満のリスクとなることが示された。幼児期の睡眠習慣を含む生活習慣が，
その後の肥満に対して与える影響に関しては，今後もさらなる検討が必要である。

キーワード　 3歳児， 9～10歳児，睡眠時間，肥満，過体重，コホート研究
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Ⅰ　緒　　　言

　肥満の増加は，今や世界における大きな健康
問題となっている1）2）。特に小児肥満の増加は，

成人に比べてより急速で深刻である。WHOに
よれば，世界の就学前過体重児および肥満児の
割合は，1990年に4.2％であったが2010年には
6.7％（4300万人）にまで急増し，今後も増加
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し続けると推測している3）。日本においては，
肥満傾向児の割合は2000年ごろまで増加し続け，
それ以降やや減少傾向を示すが，依然として高
い水準で推移している4）5）。小児期の異常が成
人期まで持ち越されるという現象を「トラッキ
ング」といい6）7），その一例として，Kuboらは
小児期の肥満の度合いが成人期のBMIと相関す
ることを報告している8）。こうしたことから，
肥満対策は小児期より開始することが重要であ
ると考えられている。
　肥満は，いくつかの要因が組み合わさって生
じると考えられている。その因子として，遺伝
的要因9），妊娠期間中の母親の喫煙10），出生後
の食事や運動などの生活習慣11）が挙げられてき
た。さらにここ10年，体重増加や肥満を引き起
こす新たなリスク因子として「睡眠」12）-18）が注目
されている。
　睡眠時間と肥満に関するこれまでの研究では，
成人と小児で異なった傾向が示唆されている12）13）。
成人を対象とした研究では，睡眠時間と肥満の
間にU字型の関連が報告されている14）15）。一方，
小児を対象とした研究では，睡眠時間と肥満の
間に負の相関が報告されている16）-18）。しかしな
がら，小児を対象とした睡眠時間と肥満に関す
る研究は少なく，中でも縦断研究はほとんどな
い。そこで本研究では，幼児期の睡眠時間がそ
の後の肥満に与える影響について縦断的に明ら
かにすることを目的とし，日本の一地域におけ
る 3歳時の睡眠時間が 9～10歳時の肥満に与え
る影響について検討した。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　研究デザイン
　本研究は，1991年 4 月 1 日から2000年 3 月31
日の間に山梨県甲州市（旧塩山市）で出生し，
3歳児健診時に肥満と判定されなかった児を対
象としたコホート研究である。対象とした児は，
著者らが行う甲州プロジェクト（甲州市母子保
健縦断調査）の参加者である。甲州プロジェク
トとは，山梨県甲州市において1988年より開始
された出生コホート研究であり，現在も継続し

て調査が行われている。本プロジェクトは，甲
州市（旧塩山市）において妊娠届出を行った母
親および各乳幼児健診を受診した児とその母親
を対象としている。妊娠届出時および各乳幼児
健診時に，全例を対象に生活習慣に関する質問
票調査を実施し，また身体測定データも同時に
収集している。2006年からは市内全小中学校に
おいて，小学校 4年生から中学校 3年生の全児
童・生徒を対象に生活習慣に関する質問票調査
を毎年実施し，また 4月に行われている身体測
定データを児童生徒健康診断票から収集してい
る。なお，調査の詳細については既報を参照さ
れたい19）-21）。

（ 2）　調査内容
　 3歳児健診時に，児の健康状態および生活習
慣に関するアンケート調査を実施した。調査用
紙は健診受診予定者にあらかじめ郵送し，保護
者が記入し健診時に持参してもらう方法で行っ
た。調査内容は，児の家族構成，育児状況，睡
眠状況，食事摂取状況，野外および室内遊びな
どである。また， 3歳時の身体データは，健診
時に測定されたものを用いた。 9～10歳におけ
る身体データは，甲州市内の小学校において毎
年 4月に行われる身体測定で測定され児童生徒
健康診断票に記録されているものを用いた。こ
れらの調査は，山梨県甲州市との共同研究とし
て行っている。また，本研究は，山梨大学医学
部倫理委員会の承認を得ており，疫学研究にお
ける倫理指針に沿って行われている。

（ 3）　解析方法
　上記の児のうち，甲州市内の小学校にて小学
校 4年生（ 9～10歳）の身体測定を受けた者を
解析対象者とした。
　説明変数を 3歳時の睡眠時間とし，目的変数
を 9～10歳における肥満として解析を行った。
3 歳時の睡眠時間は，3歳児健診時に保護者に
実施したアンケート調査における児の就寝時刻
および起床時刻（○時○分）から算出した。さ
らに，Chenらによる小児睡眠時間の評価基準
を採用し22）， 3 歳時の睡眠時間を「 9 時間未
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満」「 9～10時間」「10～11時
間」「11時間以上」の 4 つの群
に分類した。肥満の指標として，
3歳時および小学校 4年生の身
体測定による身長・体重データ
からBMIを算出した。肥満の判
定には，Coleらによって報告さ
れた小児肥満の国際基準を採用
し23），成人の肥満（BMI≧25）
に相当する 3歳および 9～10歳
のBMIを基準値とした。
　 3歳児健診時に実施したアン
ケート調査の項目のうち，9 ～
10歳における肥満との間に，χ2

検定においてｐ＜0.2となった
変数を共変量として多重ロジス
ティック回帰モデルによる多変
量解析に用いた。統計解析には，
SAS Ver. 9.2（SAS Institute, 
Inc., Cary, USA）を用いた。

Ⅲ　結　　　果

　期間内に出生した児は2,083

他）」「通園（幼稚園／保育園）（あり／なし）」
「出産時の母親の年齢（32歳未満／32歳以上）」
「母親の職業（なし／あり）」「家族構成（核家
族／その他）」はχ2検定において有意な差は認
められなかった。
　 3歳時の睡眠時間と 9～10歳時における肥満
の関係を表 2に示す。男女合わせた解析では，
3歳時の睡眠時間が 9～10時間の児に比べて睡
眠時間が11時間以上の児は， 9～10歳時に肥満
になるリスクが1.69倍（95％信頼区間，以下，

人であり， 3歳児健診時に肥満でな
かった児は1,960人（94.1 ％）で
あった。このうち， 9～10歳時の身
体測定データが存在した児は1,541
人（追跡率74.0％）であった。
　解析対象者の属性を表 1に示した。
9～10歳におけるBMIにより肥満と
判定された児は，251人（16.3％）
であった。また，解析対象者における 3歳時の
睡眠時間は， 9時間未満が54人（3.5％）， 9～
10時間が532人（34.5％），10～11時間が724人
（47.0％），11時間以上が231人（15.0％）で
あった。
　 3歳児健診時に実施したアンケート調査の項
目のうち「性別」「食事回数（欠食なし／あ
り）」「テレビ視聴時間（ 0～ 2時間／ 2時間以
上）」は，χ2検定において肥満との間でｐ＜0.2
となった。しかし，「出生順位（第 1 子／その

表 1　 3歳児健診時アンケート調査項目ごとにみた 9～10歳時の正常／肥満の関係
人数（％） オッズ比

（95%信頼区間） ｐ値
正常 肥満

総数 1 290 (83.7) 251 (16.3)

睡眠時間
　 9時間未満 42 (77.8) 12 (22.2) 1.77 (0.89-3.52)
　 9～10時間 458 (86.1) 74 (13.9) 1.00
　10～11時間 608 (84.0) 116 (16.0) 1.18 (0.86-1.62)
　11時間以上 182 (78.8) 49 (21.2) 1.67 (1.12-2.49)
性別
　女子 634 (85.7) 106 (14.3)
　男子 656 (81.9) 145 (18.1) 1.32 (1.01-1.74) 0.04
食事回数
　欠食なし 1 194 (84.3) 28 (15.7)
　欠食あり 95 (77.2) 222 (22.8) 1.59 (1.02-2.47) 0.04
テレビ視聴時間
　 0～ 2時間 578 (85.4) 99 (14.6)
　 2時間以上 707 (82.3) 152 (17.7) 1.26 (0.95-1.65) 0.11
出生順位
　第 1子 541 (85.1) 95 (14.9)
　その他 744 (82.7) 156 (17.3) 1.19 (0.90-1.58) 0.21
通園（幼稚園／保育園）
　あり 719 (84.2) 135 (15.8)
　なし 555 (83.1) 113 (16.9) 1.08 (0.83-1.43) 0.56
出産時の母親の年齢
　32歳未満 540 (84.2) 101 (15.8)
　32歳以上 750 (83.3) 150 (16.7) 1.07 (0.81-1.41) 0.63
母親の職業
　なし 570 (84.1) 108 (15.9)
　あり 645 (83.3) 129 (16.7) 1.06 (0.80-1.40) 0.70
家族構成
　核家族 662 (83.9) 127 (16.1)
　その他 628 (83.5) 124 (16.5) 1.03 (0.79-1.35) 0.83

表 2　 3歳時の睡眠時間と 9～10歳時の肥満の関係
オッズ比1）（95％信頼区間）

全体 男児 女児

睡眠時間
　 9時間未満 1.74 (0.87-3.46) 1.68 (0.74-3.82) 1.82 (0.49-6.72)
　 9～10時間 1.00 1.00 1.00
　10～11時間 1.21 (0.88-1.66) 1.00 (0.66-1.51) 1.60 (0.96-2.68)
　11時間以上 1.69 (1.13-2.54) 1.44 (0.83-2.49) 2.21 (1.19-4.10)

注　1）　性別，食事回数，テレビ視聴時間で調整
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CI：1.13－2.54）と有意に高かった。また，
3歳時の睡眠時間が 9時間未満であった児は，
9 ～10歳時に肥満になるリスクが有意ではな
かったが1.74倍（CI：0.87－3.46）高かった。
男女別による解析では， 3歳時の睡眠時間が 9
～10時間の児と比べて睡眠時間が 9時間未満，
10～11時間，11時間以上であった児が 9～10歳
時に肥満になるリスクは，男児では1.68倍
（CI：0.74－3.82），1.00倍（CI：0.66－1.51），
1.44倍（CI：0.83－2.49）であるのに対し，
女 児 で は1.82倍（CI：0.49－6.72），1.60倍
（CI：0.96－2.68），2.21倍（CI：1.19－
4.10）であった。

Ⅳ　考　　　察

　本研究によって， 3歳時の睡眠時間は 9～10
歳時における肥満に影響を与えることが示唆さ
れた。特に， 3歳時の睡眠時間が 9～10時間の
児に比べて睡眠時間が11時間以上の児は， 9～
10歳時に有意に肥満になる傾向が示された。ま
た， 3歳時の睡眠時間が10～11時間および11時
間以上の児も 9～10歳時に肥満になる傾向が示
唆された。このことから， 3歳時の睡眠時間と
9 ～10歳時における肥満の間にはU字型の関連
が存在することが示唆された。これまでの研究
では，小児の長い睡眠時間と肥満の関係性につ
いて示唆されていない。これは，Gallandらが
示すように小児期は年齢によって必要な睡眠時
間が異なっており24），研究によって睡眠時間の
分類が大きく異なること，また，長時間睡眠と
通常睡眠を区別していないことが考えられる。
一方，短い睡眠時間に関しては，これまでの研
究により睡眠時間が短いと肥満になりやすい傾
向が報告されている16）-18）。本研究において著者
らが行った縦断的な検討においても同様の傾向
が示唆されたが，有意な差は得られなかった。
その理由として， 3歳時の睡眠時間が 9時間未
満であった児の人数が他の睡眠時間群に比べて
少なかったことによるTypeⅡエラー（第二種
の過誤）の可能性が考えられる。
　睡眠と肥満を結ぶメカニズムは，動物実験や

人間を対象とした介入研究によって明らかにな
りつつある。Spiegelらは断眠によって，血清
レプチン濃度の増加とレプチン濃度の上昇が起
きることを報告しており25），これらのホルモン
は空腹をつかさどる大脳辺縁系に作用し，空腹
感が増強されカロリー摂取量が増加するものと
考えられている17）25）。しかしながら，断眠によ
る短期間の介入が及ぼす生理的変化が，慢性的
な短時間睡眠時の場合にも同様に起きているか
に関しては明らかにされていない。
　さらに，睡眠時間が肥満に与える影響の性差
について言及している研究もある26）27）。
Knutsunらは，男児は女児に比べて睡眠不足の
影響を受けやすい傾向がみられたことを報告し
ている28）。本研究においても， 3歳時の睡眠時
間と 9～10歳時における肥満の関係性には性差
がみられたが， 3歳時のいずれの睡眠時間群に
おいても 9～10歳時に肥満になるリスクは，男
児よりも女児の方が高かった。性別で層化した
場合のサンプル数が少ないことから，この結果
はTypeⅡエラーである可能性があり，今後さ
らなる検討が必要である。
　本研究は，山梨県甲州市という比較的人口移
動が少ない地域性を生かした高い追跡率による
コホート研究であることが，最大の利点である。
また，甲州市におけるこれまでの乳幼児健診受
診率は90～95％であり，本研究における 3歳児
健診時のアンケート調査もほぼ悉皆調査である
ことも特筆すべき点である。
　一方で，本研究にはいくつかの限界もある。
今回，著者らが解析に用いた情報，特に 3歳時
の生活習慣についてはアンケート調査により収
集されており，情報に偏りが生じた可能性があ
る。特に，睡眠時間の測定に関して，アンケー
ト調査から算出した児の睡眠時間は，実際の睡
眠時間との間に測定誤差が生じた可能性がある。
しかしながら，アンケート調査による睡眠時間
の測定は最も多くの研究で用いられている方法
である12）13）。また，アンケート調査による情報
の信頼性から，多変量解析に用いた交絡因子が
限られてしまった。その 1つが，両親の肥満で
ある。アンケート調査用紙に記載された両親の
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身体データは実測値ではないため，測定誤差が
大きいと考え除外した。
　今後は，コホート研究であることを生かし，
幼児期の睡眠時間の変化がその後の肥満におよ
ぼす影響について検討する必要がある。さらに，
睡眠時間がその後の肥満に与える影響には，性
差があることを踏まえた解析を行うことが望ま
しいと考えられる。

Ⅴ　結　　　語

　本研究により，幼児期の睡眠時間がその後の
肥満に影響を与えることが示唆された。今後も，
成長過程における小児肥満対策を視野に入れて，
どのような睡眠習慣が肥満に影響を与えるのか
検討していく必要がある。
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